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（２）対象者
本事業の対象となる医療的ケア児は次のとおりです。
① 通学区域内に居住し、通学中に医療的ケアが必要なため、保護者等が送迎をしている者
② 福祉車両等の乗車中に実施する医療的ケアは、学校において承認を受けた範囲のものであり、

主治医から指示を受けている者
③ 体調が安定しており、定期的に登校することができる者
④ 試走時において保護者が同乗すること、および事業実施に関して安全上の支障が生じると判断

された場合には、事業を休止することがある旨について、あらかじめ保護者等が説明を受け、
同意が得られている者

１．通学支援事業について

（１）事業の概要
さいたま市立特別支援学校に在籍する児童生徒の通学（登下校）に際して、スクールバスを利用

できない医療的ケア児が福祉車両等を利用する場合に、同乗する看護師の費用を市が支援します。

（４）利用回数
① 利用希望回数をもとに、利用希望者の状況を踏まえ、決定します。
② 試走も利用回数に含まれます。

（３）医療的ケアの内容
学校での教育活動において実施されている、在宅で安定して行われている特定行為及び特定行為

以外の医行為、また、その連携行為であり、次に掲げるものをいう。
ア経管栄養（経鼻、胃ろう、腸ろう） イ口腔・鼻腔内吸引（咽頭より手前まで）
ウ口腔・鼻腔内吸引（咽頭より奥の気道） エ経鼻咽頭エアウェイ内吸引
オ気管切開部吸引（咽頭より手前まで） カ気管切開部吸引（咽頭より奥の気道）
キ吸入（生理食塩水、薬液、その他） ク導尿
ケ衛生管理（気管切開部、胃ろう部、腸ろう部） コ人工呼吸器の使用
サ酸素療法 シその他（主治医の指示により必要と認められるもの）
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保護者

手
続
き

在籍校 教育委員会

② 主治医⇒（保護者⇒）事業所
保護者は主治医に医療的ケア指示書の作成を依頼
指示書を事業所に提出

① 保護者 ⇒ （在籍校 ⇒ ） 教育委員会
【様式１】利用申請書 （必要に応じて福祉車両利用申請書）を提出

③ 事業所 ⇒ 教育委員会
医療的ケア指示書（写し）・見積書を提出

※①と②は、並行して
手続きを進めることができます。

⑤ 教育委員会 ⇒ （在籍校 ⇒） 保護者
【様式３】利用許可書

① 在籍校 ⇒ 教育委員会
【様式２】利用申請通知書をあわせて提出

④教育委員会と
事業所で契約締結

【事前準備】

（１）保護者は学校に通学支援の希望を伝える。
（２）在籍校は教育委員会に確認の上、保護者に通学支援の対象の可否を回答し、
【様式１】利用申請書・事業所説明用資料を渡す。

（３）保護者は事業所に連絡し、利用の内諾をもらう。
※利用希望日、利用時間、医療的ケアの内容、キャンセル時・緊急時の連絡体制等を
確認・相談する。

主治医

２－１．手続きについて（事前準備・内諾～手続き）

事
前
準
備
・
内
諾

訪問看護等事業所
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実
施 ⑧ 事業実施

＜登校時＞待ち合わせ場所にて引き渡し・情報共有
必要に応じて医療的ケア実施
在籍校にて引き渡し・情報共有

＜下校時＞在籍校にて引き渡し・情報共有
必要に応じて医療的ケア実施
待ち合わせ場所にて引き渡し・情報共有

⑦ 事業所 ⇒ （在籍校 ⇒） 教育委員会
【様式４】安全確認等の報告 を提出

⑨ 事業所 ⇒ （保護者・在籍校 ⇒） 教育委員会
【様式５】業務完了報告書
【様式６】実施計画書（前月20日〆切）・実施報告書（翌月10日〆切）・請求書を提出

保護者 在籍校 教育委員会

２－２．手続きについて（試走～実施）

訪問看護等事業所

詳細
p.4～5へ

⑥ 試走・安全確認
保護者・事業所 安全確認のための試走・医療的ケアの引継ぎ

医療的ケア実施時の停車場所を確認

保護者・事業所・在籍校 登下校時の引継ぎ方法・校内の停車場所・連絡体制を確認

事業所 【様式４】安全確認等の報告・個別マニュアルの作成

３

利用のキャンセルに
ついては、
前日１７：００まで
に直接事業所へご連
絡ください。
１７：００以降の
キャンセルは、１回
分としてカウントさ
れます。



３．登校時の動き

登
校
時

【引き渡し】
・自宅（待ち合わせ場所）にて子供の引き渡し
・健康状態等の情報共有

事
前

事業所 ⇒ （保護者・在籍校 ⇒） 教育委員会
【様式６】実施計画書（前月20日〆切）

実施日・医療的ケア内容・予定時間を記入のうえ登下校分をあわせて提出

【事前確認事項】（試走の際にも確認）
・当日の待ち合わせ場所 ・運行ルート
・医療的ケア実施時の停車場所 ・学校での乗車下車場所
・必要物品とそれらの取り扱い等

【利用日の把握】
福祉車両受け入れの準備

【医療的ケア実施】
・必要に応じて医療的ケア実施
・実施報告書にサインし、子供
の状態を記入

※緊急時は119番通報等対応

【引き渡し】
・健康状態等の情報共有
・実施報告書にサインし、事業所
に渡す

事業所等へ移動

【福祉車両の確保】
福祉車両等事業者へ連絡
車両の確保

事
後

事業所 ⇒ （保護者・在籍校 ⇒） 教育委員会
【様式５】業務完了報告書
【様式６】実施報告書（翌月10日〆切）
・請求書 ※書類は登下校分をあわせて提出

保護者 教育委員会在籍校訪問看護等事業所

４



４．下校時の動き

保護者 教育委員会在籍校訪問看護等事業所

【引き渡し】
・待ち合わせ場所にて子供の引き渡し
・健康状態・医療的ケア実施時の情報共有
・実施報告書にサインし、事業所に渡す

【医療的ケア実施】
・必要に応じて医療的ケア実施
・実施報告書にサインし、子供の
状態を記入

※緊急時は119番通報等対応

【引き渡し】
・健康状態等の情報共有
・看護師へ引き渡し

下
校
時

事
後

事業所 ⇒ （保護者・在籍校 ⇒） 教育委員会
【様式５】業務完了報告書
【様式６】実施報告書（翌月10日〆切）
・請求書 ※書類は登下校分をあわせて提出

事
前【事前確認事項】（試走の際にも確認）

・当日の待ち合わせ場所 ・運行ルート
・医療的ケア実施時の停車場所 ・学校での乗車下車場所
・必要物品とそれらの取り扱い等

【利用日の把握】
福祉車両受け入れの準備

事業所 ⇒ （保護者・在籍校 ⇒） 教育委員会
【様式６】実施計画書（前月20日〆切）

実施日・医療的ケア内容・予定時間を記入のうえ登下校分をあわせて提出

５

【福祉車両の確保】
福祉車両等事業者へ連絡
車両の確保



５．Ｑ＆Ａ

ＡＱ

安全に安心して医療的ケアを受けられるよう、まずは普段利用し
ている訪問看護等事業所や福祉車両等事業者にご相談ください。
また、本事業に協力いただける訪問看護等事業所や福祉車両等事
業者の名簿を資料として配布しますので、参考にしてください。

本事業を利用するには、どの事業所等に相談すれ
ばよいですか。事業者を利用したことがない場合
は、どこに相談すればよいですか。

１

これまでの登校実績を踏まえ、事業所と対応可能な日数を相談し、
申請してください。

登校の実績があまりないのですが、利用日数はど
のように申請すればよいですか。

２

指示書は必ずご提出ください。なお、放課後等デイサービス等の
利用時に当該事業所に提出している指示書に送迎が含まれている
場合は、その指示書を本事業に準用することができます。

主治医の指示書は必須ですか。３

車内で医療的ケアを実施する事業所等です。なお、送迎車両内の
医療的ケアであることを明確にしてください。

主治医の指示書の宛名はどうすればよいですか。４

可能です。実際に同乗していただけるかどうかは、放課後等デイ
サービスにご相談ください。

放課後等デイサービスの看護師が同乗することも
できますか。

５

学校に所属する看護師に依頼することはできません。学校の看護師に同乗をお願いすることはできます
か。

６

事業所毎に申請手続きをしてください。
各訪問看護等事業所と市で契約をする必要があります。

訪問看護等事業所を複数利用したい場合はどうす
ればよいですか。

７

可能です。学校を通じて、特別支援教育室へご相談ください。
特別支援教育室から直接事業所に説明いたします。

事業についてうまく事業所に説明できない場合、
代わりに説明してもらうことはできますか。

８

福祉車両の利用に係る費用は就学奨励費の対象となり、申請が必
要です。申請がない場合、福祉車両の利用に係る費用は保護者負
担となりますので、必ず申請してください。

本事業を利用するにあたり、特別支援教育就学奨
励費の申請は必要ですか。

９

主治医からの指示書・意見書に係る費用は保護者負担となります。
本事業は、同乗する看護師に係る費用が対象です。

保護者が負担する費用はありますか。10

（１） 申請について

６



（２） 実施について

ＡＱ
できません。安全確認のため、試走は必ず行ってください。試走をせずに本事業を利用することはできますか。１

試走時の看護師の費用は市で負担します。また、自家用自動車での
試走も可能ですが、安全を確認する意味で福祉車両による試走を推
奨します。

試走時の看護師の費用は誰が負担するのですか。
また、自家用自動車での試走は可能ですか。

２

保護者及び看護師の双方が安全に送迎できると判断されるまで実施
してください。

試走は何回行えばよいのですか。３

医療的ケアの引継ぎや安全確認のため、試走には必ず保護者が同乗
してください。

試走には必ず保護者が同乗しなければなりません
か。

４

公共交通機関等を利用してお帰りください。なお、交通費は付添人
経費として、特別支援教育就学奨励費をご活用ください。

試走後、保護者は、どのように帰宅すればよいで
すか。そのときの費用はどうなりますか。

５

できません。本事業の送迎範囲は、原則として自宅と学校間です。通学の途中で病院に寄ることはできますか。また、
本事業を利用して放課後等デイサービスに送るこ
とはできますか。

６

本事業の趣旨から保護者の同乗は想定しておりませんが、乗車を否
定するものではありません。

看護師が同乗しているときに、保護者も同乗して
よいのでしょうか。

７

できません。許可回数の範囲内でご活用ください。許可回数を超えて利用することはできますか。８

体調が安定していない場合には本事業を利用することはできません。
このような場合は、保護者に学校まで迎えに来ていただくことにな
りますのでご理解ください。

下校時に利用する予定でしたが、体調不良により
早退することになりました。この場合も本事業を
利用できますか。

９

キャンセルすることが決定した時点で、速やかに保護者から各事業
所等に連絡してください。

キャンセルする場合は、どのように対応すればよ
いですか。

10

７

５．Ｑ＆Ａ



（３） その他

ＡＱ
可能です。一般乗用旅客自動車運送事業（福祉輸送事業限定を含
む）として、国土交通大臣の許可を受けている事業者であれば問題
ありません。なお、乗車中の姿勢保持については、十分確認してく
ださい。

福祉車両ではなく、一般のタクシーを利用するこ
とはできますか。

１

利用可能です。ただし、主治医や学校医、学校と相談するなど、慎
重に判断してください。

これまで車両で移動したことがありませんが、本
事業を利用することはできますか。

２

福祉車両の支払い方法は、利用開始前に必ず福祉車両等事業者に確
認してください。降車時に現金等で支払うケース、請求書に基づき
学校から福祉車両等事業者に直接支払うケースを想定しています。

福祉車両の支払いはどのように行うのですか。３

個別に判断しますので、学校にご相談ください。校外学習で利用することはできますか。４

看護師が同乗しない場合には本事業の対象外となりますので、申請
いただく必要はありません。ただし、福祉車両の活用は就学奨励費
の対象となりますので、学校に福祉車両利用申請書を提出いただき、
利用許可を受ける必要があります。

看護師は同乗しないで、保護者の同乗しか考えて
いませんが、その場合も申請が必要ですか。

５

（２） 実施について（続き）

ＡＱ
看護師のキャンセル料は市で負担することができますが、福祉車両
等のキャンセル料は保護者負担となります。

キャンセルに係る料金は誰が負担するのですか。11

前日17時までにご連絡いただいた場合には回数には含みません。
それ以降のキャンセルは利用回数に含まれます。

キャンセルした場合、利用回数に含まれますか。12

８

お問い合わせ さ いたま 市教育委員会事務局
学校教育部 特別支援教育室
電 話： 0 4 8  – 8 2 9  – 1 6 6 7

※事業の詳細についても 、 こ ちら にお問い合わせく ださ い。

５．Ｑ＆Ａ


